
の

輝

宗

の
傳

統

に

就

て

伊

藤

、

古

鑑

'

闘

先

づ
傳
燈

の
意
味
か
ら
説
明
し
て
見

る
と
、
傳
燈
と
は
、
大
法
を
傳

へ
て
、
護
持
相
績
す
る
と

い
ふ
意
味
で
、
燈

と
は
法
燈
と
い
ひ
、
燈
火
の
喩

へ
か
ら
き
仁
も

の
で
あ
ら
う
。
恰
か
も
燈
火
が
暗
夜
を
照
破
す
る
が
如
く
、
無
明
の

暗

愚
を
照
破
す
る
大
法
を
燈
と
い
ふ
た
も

の
に
相
蓮
な

い
。

そ

こ

で
、

こ

の
燈

と

い

ふ
語

を
経
論

に
就

て
、
し

ら

べ
て
見

る
と

、

い
ろ
く

の
も

の

に
出

て

ゐ

る
が

、
そ

の
な

か

代

表

的

の
も

の
は
、

『
維

摩
脛
菩

薩

品
』

第

四

に
衣
ぎ

の
如

く
出

て
ゐ

る
。

「
維
摩

詰
言

、
諸

姉
有
昌法
門

噌、

多

無

鑑
燈

一、

汝
等

當
レ學

、
無

鑑
燈

者
、
.
響

如
二

燈

燃
昌百

千
燈

幽、

冥
者
皆
明

、

明

絡

不
ラ
蓋

,
如
レ是

諸
姉

、

夫

一
菩
薩

開

齢導

百

千
衆

生

一、

令
レ登

菖阿
褥

多
羅

三
貌

三
菩

提

心

願、
於

昌其

道
出墨
、
亦

不

二

滅
蓋

一、

随
昌所

説

法
簡、

而
自

増
昌盆

一
切
善

法
卿、

是

名
昌無

盤

燈
也

、

汝
等

錐
レ佳
昌魔

宮

暉、

以
'是
無

議

燈
一、
令
量無
藪

天
子

天
女
登
昌阿

褥
多

羅

三
貌

三
菩

提

心
}者

、
爲
下報
昌佛

恩
脚、
亦

大
饒
中盆

一
切
衆

生
む

こ

の
無

審

燈
に
就

て
の
意

昧

を
考

へ
て
見

る
と
、
横

の
無
鑑

と
、
竪

の
無

鑑

と

の

二
種

に
分

れ

る
で
あ
ら

う
。

す

縄
掛
%
の
傳
燈
に
就
て

(
一
)

1



藤
宗
の
傳
燈
に
就
て

(
二
)

な
は
ち
、
空
間
的

に
、
無
限
の
廣
さ
に
向

つ
て
傳
播
す
る
と
い
ふ
意
味
を
横
の
無
審
と

い
ひ
、
時
間
的

に
無
限
の
長

さ

に
向

つ
て
持
績
す
る
と
い
ふ
意

味
を
竪

の
無
蓋
と
名
け
る
こ
と
が
出
來
よ
う
。
而
し

て
前
に
基
げ

た

『
維
摩
経
』

の
経
文
は
、
も
ち
ろ
ん
横

の
無
鑑

で
あ
る
。

こ
の
横
の
無
霊
は
、
華
嚴

の
重

々
無
鑑
圭
件
具
足
と

い
つ
た
や
う
な
關
係
で
、
横

へ
同
時

に
無
限

の
廣
さ
で
傳
法

せ
ら

る
、
意
味
で
あ
る
が
、
暉
宗

に
於
け
る
傳
燈
は
、
こ
の
意
味

に
於
て
は
読
か
れ
て
ゐ
な
い
。
圭
と
し
て
竪

の
無

誰
を
説
き
、
時
間
的

に
長
無
鑑
を
圭
張
し
、
無
限

に
傳
燈
護
持

す
る
や
う
に
勘
め
ら
れ

て
ゐ
る
。

二

・

し
か
し
、
こ
の
無
鑑
燈
の
語
は
、
あ
な
が
ち
竪

の
無
盤
と
か
横

の
無
蓋
と
か

に
限
ら

れ
て
ゐ
な

い
。
た
と

へ
ば
、

『
馬
租
語
録
』

に
出

て
ゐ
る
語

の
如
き
は
、

「
只
如
今
行
住
坐
臥
、
鷹
機
接
物
、
鑑
是
道
、
道
帥
是
法
界
、
乃
至
河
沙
妙
用
、
不
レ出
鵡法
界
噂、
若
不
レ然
者
、
云

何
言
昌心
地
法
門
一、
云
何
言
昌無
蓋
燈
一、

一
切
法
皆
是
心
法
、

一
切
名
皆
是
心
名
云
々
」

と

い
ひ
、
こ
れ
は
無
審
燈
の
語
で
以
て
、
灘
宗

の
法
門

の
意
味
に
取
つ
て
ゐ
る
。
灘
宗

の
法
門
は
横
に
も
無
蓋
、
竪

に
も
無
鑑

、
無
蓋
に
暗
夜
を
照
破
す
8
心
地

の
法
門
で
あ
る
と
い
ひ
、

ζ
、
に
心
地
の
大
光
明
を
無
鑑
燈
と
稽
し
た

と
取
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
今
は
傳
燈
と
い
ひ
、
竪
の
無
鑑
を
圭
と
し
て
説
き
、
灘
宗

の
法
門
を
傳
燈
相
績
す

る
と

い
ふ
意
味

に

'
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依

つ
て
述

べ
て
見

よ
う
o

先

づ

此

の
傳

燈

の
語

の
説

明

と
し

て
噛

『
窟

庭
事
苑
」

第

八
巻

の

「
程
名
識

辮
」

の
文
を
讃

ん

で
見

る
と
、

傳
燈

と

い
ふ
語

に
就

て
、
次

ぎ

の
や

う
な
解

繹

が
加

へ
ら

れ

て
ゐ

ろ
。

「
般

若

四
百

八

云
、
大
者

善

現
、

謂
昌含

利
子

一言

、
諸

佛
弟

子
、

凡
有
昌所

説

一、

一,切
皆

承

佛

威

紳
カ

一、
何
以

故
、

舎
利

子

、

如

來
爲

レ他

宣
昌読
法

要
一、
與
昌諸
法
性

一、
常

不
昌相
違

}、

諸

佛
弟

子
、
依
昌所

説
法

一、
精

勤
修
學

、

謹
二法

實

性

一、

由
レ是

爲
レ他

有
レ所

萱

説

一、
皆

與
昌法
性
一能

不

相̀
違

一、

故
佛
所

言

、
如

昌燈
傳
τ照
」

こ

〉
に

『
租

庭
事
苑
』

に
は
、

〕
般
若

四
百

八
」

と

あ

る
が

、

こ
れ
は
誤

り

で
あ

つ
て
、
『
大
般

若

輕
』

四
百

六
巻

の
始

め

に
出

て
ゐ

る
経

文

で
、

「
佛

の
所
言

は

、
燈

の
照
を

傳

ふ

る
が

如

し
」

と
あ

る

の
が

、
傳

燈

の
文
字

の
纏
典

に

あ
ら

は
れ
た

本
振

で
あ

る
と
見

た

も

の

で
あ

ら

う
。

し

か
し

、
灘

宗

の
傳

燈

で
は
、

た

冥
佛

の
所

言

の
み

で
は
な

い
。

佛

の
謹
悟

せ
ら
れ

た
心
を

自

己

も
謹

悟
し

、

そ

れ

を
傳

燈

護
持

す

る
と

こ
ろ

に
、・
以

心
傳

心

の
傳

燈
が
あ

る
の

で
、

こ
れ
を

達
磨

は

『
血

脈
論
』

に

、「
前
佛

後
佛

、

以

レ心
傳

レ心
、

不
レ立
}女

字

一云

々
」
と

い
ふ
て

ゐ
る
。

し
か

し

、

こ
の

『
血

脈
論

』

は
、

恐
ら

く
達

磨

の
眞

撰

で
な

い

に

し

て
も

、

こ
の
意
味

の
こ
と

は
、

古

く
か
ら

あ

つ
た
も

の

で
あ

る
。

す
な

は
ち

『
六
租

壇
経
』

に

も
、

「
法
則

以

心
傳

心
、
皆

令
昌臼
悟

自
解

」
と

い
び
、

ま

た

「
佛

佛
惟

博

本

膿

一、
師
師

密

付
輔哺本

心
一」

と

い

ふ
て
ゐ

る
が
、

こ
れ

は

輝

宗

の
宗

旨
は

、
他

か
ら

敏

へ
て
貰

ふ

の
で
は
な

く
、
自

悟

自
解

す

べ
き
も

の
で
、

こ
れ

が
果

し

ア

本
心

に
契

ふ
か

輝
宗
の
傳
燈
に
就
て

(
三
)
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藤
宗

の
傳
燈

に
就

て

(
四
)

否
が
は
、
明
眼

の
宗
匠
か
ら
謹
明
さ
れ
、
そ

こ
に
大
法
傳
持
と
な
り
、
相
承
相
績
と
な

る
と

い
ふ
の
で
あ
る
。
こ
れ

も

『
六
粗
壇
経
』
の
な
か
に
、
玄
畳

の
因
縁
が
墨
げ
ら
れ
て
ゐ
る
ゆ

「
永
嘉
玄
畳
灘
師
、
温
州
戴
氏
子
、
少
贅
経

論
一、
精
二天
台
止
観
門
一、
因
看
昌維
摩
経
,、
肇

朗

心
地
一、
偶
師
弟
子

玄
策
相
訪
、
與
レ其
劇
談

、
出
レ言
暗
合

諸

租
一、
策

云
、
仁
者
得
法
師
誰
、
日
我
聴
瓢方
等
経
論
"、
各
有
飾

承
一、
後

於
昌維
摩
経
一悟
噂佛

心
宗
一、
未
レ有
昌謹
明
者
一、
策

云
、
威
音

王
已
前
即

得
、
威
音
王
巳
後
、
無
師
自
悟
、

鑑
天
然
外

溢
、
日
願
仁
者
爲
レ我
謹
襟
、
策
云
、
我
言
輕
、
曹
漢
有
昌六
祀
大
師
一、
四
方
雲
集
、

並
是
受
法
者
、
若
去
則
與
借

行
、
畳
途
同
策
來
屡

云
々
」

-

こ
れ
に
依

つ
て
玄
畳
は
六
租

の
法
を
嗣
い
だ
の
↑
あ

る
が
、

法
は

自
謹
自
悟
、

頓
悟
頓
修
す
べ
き

性
質

の
も

の

で
、
飽
く
ま
で
も
自
己
が
臼
己
の
心
地
を
開
拓
す

べ
き
も
の
で
あ

つ
て
、
他
人
の
世
話
厄
介

に
な

つ
て
は
な
ら
ぬ
と

い
ふ
の
で
あ
る
。

三

,

次
に
、
法
は
自
謹
自
悟
で
あ

つ
て
も
,
そ
れ
を
讃
明
す
る
明
師
が
必
要
で
あ
る
。
否
、
明
師

に
就

て
屡
灘

の
要
路

を
知
り
、
自
己
の
田
地
に
鍬
を
入
れ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
ら
う
。
而
し
て
、
法
そ
の
も
の
は
、
元
來
、
悟
る
の
悟
ら

な

い
の
と
一苓
ふ
べ
き
沙
汰
の
も
の
で
は
な

い
。
法
は
自
の
本
性

で
あ

つ
て
、
迷

ふ
も
自
家
の
本
心
で
あ
れ
ば
、
悟
る

も
薗
家
の
本
性

で
あ

る
。
こ
の
自
家

の
本
心
本
性
を
そ
の
ま

、
あ
ら
は
せ
ば
、
そ
れ
が
佛
法
で
あ
る
。
何
の
奇
特

か

4



之

れ
有
ら

ん
。

「
李
常

心
是

道
」

で
あ

る
。

我
等

の
日
常
底

、

二
六

時
中
、

ご
の
佛

法
を
離

れ

て

は
な

ら

ぬ
。
佛

法

の

な

か

に
あ

つ
て
、
常

に
行
住

坐
臥

し

て
ゐ

る
の

で
あ

る
か
ら
、

「
在

在
虞

威
、

帥

爲
レ有
レ佛
」

で
あ

る
。

何
を

か

迷

ひ
、

何

を
か

悟
ら

ん
や

、
た

∫

「
本

既
無
レ迷
、
悟

亦

不
レ立
」

で
あ

つ
て
、

た

g

迷
悟
な

き
自

家

の
寳

藏

を
打

開

し

、
用

ひ
得

て

一
生

受
用

不
盤
底

な
ら

ば
、

そ

れ
が
眞

の
解

脱

で
あ

る

こ
と
は
論

を
僕

た

ぬ
。
從

つ
て
、

尉

に
他

か

ら

授

け
ら

る

べ
き

法

と
て
は

な
く

、
ま

た
、

そ

れ
を
傳

ふ

べ
き

法
門

と

て
な

い
筈

の
も

の

で
あ

る

。

し

か
し
、

傳

ふ

べ
き
法
門

な

し
と

い

へ
ば

と

て
、

決

し

て
軍
な

る

「
無

し
」

で
あ

つ
て
は
な

ら

ぬ
。
.ま

た
、

そ

の

反

封

に

「
有

り
」

と

い

ふ
も

、

も
と

よ
b
實

我
實

法

の
妄
見

で
あ

つ
て
は
な

ら

ぬ
。

古
徳

も

「
祀

門
中

に
は
、
も

と

よ

り

失

せ
ざ

る
が
故

に
、
而

今

受
け

す
、

受

く
と
錐

も
、

而
も
受

る
ま

～
に
、
受

く

べ
き

の
法
な

し

、
授

く
と
錐

も

而

も
授

く

る
ま

、
に
、
授

く

べ
き

の
人
な

し
」

と

い

ふ

て
ゐ
る
が

、
蓋

し
傳

燈

の
本
旨
を
巧

み

に

あ

ら

は
し
た

語
と

い

へ
よ

う
。

、

-

爾

ほ

こ

、
で
、
是

非
と

も

一
言
し
な

け

れ
ば
な

ら

ぬ

の
は

、
傳

法

に
關

し

て
《
師
資

面

授
と

い

ふ
こ
と

で
あ

る
。

顔

顔

相
樹

し

て
、

一
人

の
師

匠

と
、

一
人

の
弟
子

と
が

相

封
坐

し
た

と
き

に
行

は
れ

る
嗣

法
と

い

ふ
こ
と

で
あ

る
。

す

な

は
ち

、

日
本

の
道

元

に
は
、

『
正

法
眼

藏
』

に
面
授

の

一
巻

が

あ

る
。

そ

の
内
容

は

、
親

付

面
授

の
由
來

正
し

き

こ
と
を
述

べ
た
も

の

で
、

こ
れ

に
關
聯

し

て
読
か

れ

た
道

元

の
著

述
と

し

て
、

『
正
法

眼
藏
』

に
、

授

記

の
巻

、

嗣

法

の
巻

が
あ

る
。

こ
れ

に
就

て
の
眞

爲

の
問
題

も
議
論

さ
れ

て

ゐ
る
が
、

兎

に
角

、
面
授

、
授

記
、

嗣
法

の
三
巻

～暉
宗

の
傳
燈

に
就

て

(
五
)

5



縄

宗

の
傳

燈

に
就

て

「

'

(
六
)

は

一
讃
す

べ
き
書

で
あ
ら
う
。
ま
た
傳
衣
の
巻
、
袈
裟
功
徳

の
巻
も
、
同
じ
く
傳

法
授
受
の
こ
と

に
關
し
て
述
べ
ら

れ

だ
も
の
で
あ
る
。

由
來
、
こ
の
曹
洞
輝

に
於

て
は
、
傳
燈
の
問
題
に
就

て
非
常

に
騒
が
れ
た
議
論

が
あ

つ
た
。
そ
れ
は
日
本
中
古
、

こ
の
嗣
法
の
こ
と
が
大
に
齪
れ
て
、
面
授
面
稟

で
あ

る
べ
き

一
大
事
が
躁
躍
せ
ら
れ
、
こ

～
に
奮
師
を
轄
換
し
、
他

,

、師
よ
り
重
授
し
、
ま
た
は
代
授
す
る
が
如
き
、
宗
門

と
し

て
許

さ
れ
ざ
る
べ
き

こ
と
を
敢

へ
て
な
し
、
沿

々
と
し
て

そ
の
弊
害
が
救

ふ
べ
か
ら
ざ
る
状
態
に
立
ち
到

つ
た
の
で
あ

る
。
始
め
道
元
の
開
創
よ
り
ご
百
年
、
殆
ん
ど
か

～
る

弊
風
は
な
か

つ
た
も
の
が
、、
鷹
仁
の
齪
の
頃
よ
り
、
國
家
は
齪
麻

の
歌
態

に
陥
り
、
宗
門

の
統
制
上
に
も
少
な
か
ら

ぬ
影
響
を
受

け
、
師
資
輩
傳

で
あ

る
べ
き
も

の
が
、
利
害
關
係

に
左
右
せ
ら
れ
、

一
師
印
謹

で
あ

る
べ
き
も
の
が
情

實
問
題
に
打
破

せ
ら
れ
、
全
く
遣
元
の
高
租
道

は
頽
磨

し
た
と
い
ふ
の
で
あ

つ
た
。
こ

～
に
こ
れ
を
大
に
慨

い
た
永

卒

の
光
紹
智
堂
か

『
永
卒
大
清
規
』
を
開
板
し
、
藤
規

の
存
在
を
知
ら
し
め
、
そ
れ
の
實
行
を
説
き
舟
ま
た

一
面
、

卍
山
道
自
が
あ
ら
は
れ
て

『
永
卒
廣
録
』
を
開
板
し
、
高
祀
道

の
復
古
蓮
動
を
説
き
、
『
正
法
眼
藏
』
『
螢
山
清
規
』

を
も
租
蓮
し
、
終
に
元
緑
十
六
年
、
彼
れ
が
挺
身
的
努

力
に
依

つ
て
、
師
資
面
授
、

一
師
印
謹
の
嗣
法
と
い
ふ
こ
と

に
な

つ
た
の
は
、
ま
こ
と

に
宗
門
と
し
て
喜

ぶ
べ
き
こ
と

で
あ

つ
た
と
い
は
ね
ば
な
ら
鴎
。

四

.

・

,

輝
宗
の
傳
燈
は
師
資

面
授

に
限
る
。

一
師
印
謹
で
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。
恐
ら
く
は
前
述
の
如
き
弊
風

の
起
り
は
、
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一
面

、
他

の
教

宗

の
付

法
相

承

に
影

響

せ
ら

れ

て
、
灘

の
宗

門

に
も
、

一
大

汚
鮎

を
加

へ
た
も

の

で
あ

ら
う

。
他

の

教

宗

と

い

つ
て
も
、

特

に
天

台
宗

の
如

き

は
、
面

授

を
読

か
な

い
。

た
と

へ
面

授

を
詮

い
て
も

、
そ

の
付

法
相
承

が

面

授

に
な

つ
て

ゐ
な

い
。

た

図
経

典

を
讃

ん

で
、
自

己

が
悟

れ
り

と
な
し

、

そ
れ

に

て
繹
奪

か

ら
親

聞
し

、
直
授

さ

れ

た
な

ど

、
い

ふ
の
で
あ

る
。

ま
た
龍

樹

の
論

部

を
讃

ん

で
、

大

に
悟

る
と

こ
ろ
が

あ

つ
た

と
な

し
、
直

ち

に
龍

…樹

よ

り

法
を

相
承

し
た

か

の
如

く
説
く

の
で
、
我

が
縄

門

よ
り

い

へ
ば

、

か

～
る
こ
と

は

断
じ

て
許

さ
れ
な

い
こ
と

で

あ

る
。

ま

た
、

日
本

に
於
け

る
大

日
能

忍

の
如

き
、
・そ

の
弟

子

の
練

中

と
勝

辮

と
を
宋

に
遣

は
し

、
育

王
山

の
揺
苓

徳
光

に

謁

せ
し
め

、

そ

の
所

悟

の
見
解

を
呈

し

、.
印
讃

を
受

け

た
と

い

ふ
が

如
き

こ
と

も
、

縄

の

正
宗

か
ら

い

へ
ば

、
大

に

議
論

の
あ

る
こ
と

で
あ

ら

う
。
繹

の
傳

燈

は
、
飽

べ
ま

で
も
面
授

親
付

で
あ

つ
て
、

明
師

の
室

中

に
於

け

る
嗣

法

相

績

で
な

く

て
は
な

ら

ぬ
。

ま
た
、

天
台

に
於

け

る
密
藪

の
如

く
、

そ

の
法
系

は
種

々
な

る
灌

頂

に

て
相

建

す

る
や

う

に
、

多
師

に
依

つ
て
相

承

す

る
こ
と

は
断
じ

て
許

さ

れ
な

い
。

一
師

印
謹

で
あ

る
と

い
ふ
こ
と

が
宗
門

の
嚴
規

鐵

則

で
あ

る
と

い
は
ね
ば

な

ら

ぬ
。

.

・

、
し

か
も
、

こ
の
嗣

法

の
問

題

の
如
き

は
、
あ

ま
り

に

公

々
然
と
議

論

を

立

て
、

い
ろ

く

と
読

明
す

べ
き
性

質

の

も

の
で
は
な

か
ら

う
。

と

こ
ろ
が

、

不
幸

に
も

、
曹
洞

暉

の
如
き

は
、

面
授

親
付

が
鑑

れ

た

る
と

同
時

に
、

ま

た

一

-

輝
宗
の
傳
燈
に
就
て

、

!

、

(
七
)

'
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縄
宗
の
傳
燈
に
就
て

(
八
)

面
に
於
て
、
嗣
書
と

か
、
大
事
と
か
、
血
脹
吃
か
の
問
題
を
議
論

し
、
こ
の
三
物
の
輕
重
と
か
、
そ
の
起
原
に
關
し

て
、
上
古

に
は
有

つ
た
と
か
、
無
か

つ
た
と
か
の
問
題

ま
で
引
き
起
し
た
の
で
あ
る
。
す
な
は
ち
、
こ
れ
は
元
隷
年

間

の
宗
統
復

古
に
關
聯
し
て
起

つ
た
問
題

で
、
卍
山
の

『
洞
門
衣
伽
集
』
『
封
客
随
筆
』

『
封
客
暉
話
』

『
菩
薩
戒

口

訣
』

『
菩
薩
大
事
圖
説
」
等

に
あ
ら
は
れ
、
ま
た
同
時
代
の
梅
峰
竺
信
が

『
林
丘
客
話
』

『
洞

上
劇
課
」

等
に
も
論

じ
、
そ
れ
巳
後

の
洞
上
の
學
者
は
、
殆
ん
ど
此
の
問
題
を
論
ぜ
な
い
も

の
は
な
く
、
そ
の
論
議

は
全
↑
、
そ
の
蹄
趣

す

る
と
こ
ろ
を
知
ら
す
と

い
つ
た
親
が
あ

る
。

も
と
よ
り
、
こ
の
問
題
は
輩
純
な
議
論

で
絡
る
べ
き
も

の

で

な

く
、

事
荷
く
も
傳
燈
相
績

の
重
大
事
で
あ
る
か

ら
、
よ
り
巳
上
に
劇
論

を
戦
は
し
た
も
の
で
あ
ら
う
と
思
は
れ
る
が
、
し
か
し
、
實
際
は
、
か

、
る
こ
と
を
公

々
然

と
口
に
読
き
、
筆

に
あ
ら
は
し
ゐ
読
を
左
右
に
し
、
論
を
是
非
す
る
に
至

つ
て
は
、
決
し
て
宗
門
と
し

て
喜

ぶ
べ
き

こ
と
で
は
な
か

つ
た
で
あ
ら
う
。

そ
の
上
、
曹
洞
灘

に
は
、

『
洞
上
室
内
口
訣
』
と
か
、

『
三
物
秘
辮
』

と
か
い
ひ
、
室
内
に
於
け
る
作
法
口
訣
、

傳
授
切
紙
な
ど
を
云
爲
す
る
に
至
つ
て
は
、
全
く
灘

の
面
目
は
な
く
、
眞
言
密
敏
の
模
倣

に
し

て
、
し
か
も
共

の
拙

な

る
に
驚
か
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
よ
り
も
寧
ろ
、
道
元
の
根
本
の
と
こ
ろ
に
立
ち
還

り
、
種
々
な

る
議

論
を
な
ざ
す
、
密

々
と
し
て
傳

へ
、
獣

々
と
し
て
宗
門

の
椹
威
を
失
墜

せ
し
め
す
.

噌
師
相
傳
は
、
世
間

に
於
け
る

君
臣
父
子
の
道
と
同
じ
く
、

一
旦
、
師
弟

の
因
縁
を
結
び
た
る
已
上
は
、
こ
れ
を
漸
じ
て
改
め
な

い
と
い
ふ
と

こ
ろ
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に

、
法

の
奪
嚴

か
保
持

さ

れ

る

の
で
は
な

か
ら

う
か
。

況

ん
や

大
法

の
相
績
護

持

、
す
な

は
ち

、
博

燈

の

一
大

事

に

關

し

て
は
、
特

に
心

し

て
、

輕

存
に
す

べ
き

問
題

で
は
な

か

つ
た

こ
と

～
信
す

る
。

五

衣

に
、
暉

宗

の
傳
燈

は

、
前

に
も

い

へ
惹
如

く
、
竪

の
無
蓋

を
説

き
、

時
間

的

に
長
無

艦

を
圭
張

し
、

無
限

に
傳

燈

相
績

せ
し
め
な

け

れ
ば
な

ら

ぬ
の

で
、

こ

、
に
法
門

の
噺
絶

を
極

端

に
恐
れ

る
の
で
あ

る
。

こ

れ
は
必

ら
す

し
も

灘

の
宗
門

の
み

に
限

ら
す

、
.
佛

法

の
相
綾

護
持

に
關

し

て
、
先

づ

『
大
智
度

論

繹
囑

累
品
』

第

九
十

に
、
般

若

を
囑

累

す

る
所

以
を
読

き

、
噺

種

し
て
は
な

ら

ぬ
と

い
ふ
意
味

の
こ
と
が

書
か

れ

て
ゐ

る
。

「
汝

當
レ教
昌化
弟

子

一.
弟

子
復

教
昌鯨

人
一、

展
轄

相
教

、

讐

如
"
一
燈
復

然
昌鹸
燈

一、
其

明
轄

多

、

莫
レ作

最

後

断
種

人

一者

、
世

人
有
レ子
、
若

不
　紹
縫

　、
則

名
昌噺
種

"、

最
爲
レ可
レ恥

云
々
」

・

こ

の

『
大
智

度
論

』

の
本
文

に
も

傳

燈

の
こ
と

が
出

て
ゐ

て
、

し
か

も
竪

の
無

鑑

を
明

か

し
、
付

法
噺
絶

は
恥
づ

べ
き

の
こ
と

を
説

い
て
ゐ

る
が
、

我

が
暉
宗

に
於

て
も

、

大
法

を
相
綾

し

た
限
り

は
、

必
ら

キ
無
限

長

に
、

そ

の
法

門

を

相
績
護

持

せ
し

め
な

け

れ
ば
な

ら

ぬ
と
説

き
、

若

し
付
法

断
絶

せ
し

め
ば

、
噺

種

の
大
罪

人

で
あ

つ

て
、

こ
れ

は

宗
門

上
、
大

に
考

へ
な

け

れ
ば
な

ら

ぬ
問
題

と

さ
れ

て

ゐ
る
。

し

か
し
、

そ

う
か

と

い

ふ
て
、
自

己

よ
り
も

巳
下

の
弟
子

に
付

法

す

る
と

い
ふ
こ

と

は
、
法
と

し

て
噺

じ

て
好

ま

し

か
ら

ぬ

こ
と

で
、

法

の
低

下
は
、

断
種

よ

り
も
、

よ
り

巳

上

に
大

罪
を

犯
し

た

こ
と

に
も
な
ら

う

。

す
な

は
ち

、

…暉
宗
の
傳
燈
に
就
て

(九
)
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樺
宗
の
傳
燈
に
就
て

(
一
〇
)

『
人

天
眼
目
』

に
も

三
種
師

子

と

い

ふ
て
、

次
ぎ

の
如
き

こ
と

が

説
か

れ

て
ゐ

る
。

「
俘

山
圓

鑑

示
レ衆

云
、
沿

陽
有
"師

子
句

一、
其
師

子

有
昌三
種

'、

一
超
宗

異
目

、

二
齊

眉

興
躍

、

三
影

響

音
聞

、
若

超

宗
異

目
、
見

過
昌於
師

一、

可
下爲

種

草

一方
堪
甲博
授
幽、
若

齊
眉

共
燭

、
見

輿
レ師

齊
、

減
飾

孚
徳

騨、
若
影

響

音
聞

、

野
子
碕

勢

、
異
類

何
分

、
所

以
先

徳
付

囑

云
、
若

賞

相

見
一、

切
須
禺子

細
窮

勘
一、

不
レ得

歯

葬

一、
恐
誤

後

人

一之
印

可
也
」

-

師

匠
が
弟

子

に
法
を
印

可

す

る

に
、
見
、
師

に
過

ぎ

允
る
も

の
で
な

い
と
、
傳

授

す

る

に
堪

へ
ぬ
と

い
は

れ

て
ゐ

る

の
は
、
實

に
奪

い
こ
と

で
あ

る
。

こ
れ

は
鴻

山
と

仰
山
と

の
問

答

の
と

こ
ろ

に
も
出

て
ゐ

る
が

、

た

ゴ
無
暗

に
付

法

の
弟

子
を

多

く
作

る
と

い

ふ
の
が

法

に
忠

實

で
あ

る
と

は

い

へ
な

い
。

眞

に
大

法
を

思

ふ
人

で
あ

る
な

ら

ば
、

敢

へ
て
断

種

の
罪

に
問

は

れ

て
も
致
方

が
な

い
。
自

己
巳

上

の
も

の

で
な

く

て
は

、
断

じ

て
許

さ

ぬ

と

い
ふ
毅

然

た

る

態

度

こ
そ
、
ま

ご

と

に
千

古

に
輝

く
宗
門

の
奪

嚴

そ
の
も

の
で
は

な
か

ら
う

か
。

藤

は
、

決

し

て
輕

心
、

慢

心

の
も

の

、
傳
授

さ

る
べ
き
も

の

で
は
な

い
。

若

し

不
幸

に
し

て
、

付

法

の
弟

子

な

く

ば
、
寧
ろ
そ
の
師
徳
の
足
ら
ざ
る
と
こ
ろ
を
恥
ぢ
、
ま
す
く

徳
を
後
世

に
残
す
と
い
ふ
行
履
巻
、
ま
た
宗
門
と
し

て
奪

い
と

こ
ろ
が
あ

る
で
は
な

か

ら
う

か
。

『
暉

苑
清
規

』

の
第

七
巻

に
、
奪

宿
住

持

の

一
章

が

あ

る
。

そ
れ
を
讃

ん

で
見

る
と
、

一

磯
h、・

「
代
レ師

揚
y化
、

表
レ異

知

事

"、

故

云
、

傳
レ法

各
腱
昌
一
方
一、
績
昌佛

慧
命

'、

斯

日
昌住
持

一、
初

轄

昌法
輪

一、

命
爲
昌出
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世
一、
師

承
有
レ擦

、

乃
號
昌傳

燈

一云

々
」

こ

～
に
も
傅

燈

の

こ
と
が
書

か
れ

て
ゐ

る
。

「
佛

に
代

つ
て
化
を

揚
げ

よ
」
と

あ

る
が

、
そ

の
實

は
、

繹
奪

に
代

る

の

で
は
な

く
、

自
己

が
繹
奪

で
あ
ら

ね
ば

な
ら

ぬ
。

面
授

面
票

に
依

つ
て
、
繹

奪

の
精

紳
が

、

そ

の
身

に
活
躍

す

る

。
師

資

何
十
代

を

隔

て
、
幾

千
年
を

経

過
す

る
と

も
、

大

法
相
績

の
そ

の
時

に
、
霊

山

の
拮
華

は

あ

ら

は

れ
、
嵩

山

の
得
髄

も
現
成

し
、
黄

梅

の
傳

衣
も

、

そ

の
場

に
面

授
せ

ら

る

、
と

い
ふ

の

で
、

こ

～
に
、

一
時

に
海
印

柄

現
す

る

も

の
と

い
は
ね

ば
な

ら

ぬ
Q

か

く
し

て
、
繹

尊

の
面

目
も

全

現
成

し
、
蓬

磨

の
置
ハ骨

頂
も

、

永
遠

に
生
き

、

六
租

も

、
臨
濟

も

、
等

し
く

そ

の

身

に
活
躍

し
、

一
基

手

一
投
足

が
、

竪

に
も
横

に
も
、

無
鑑

に
繰
り

ひ
ろ
げ

ら

れ
、

そ

こ

に
は
最

早
や
竪

の
無

鑑

も

、
横

の
無
蓋

も
、

そ

の
颪

別

は
立

た

陰
。

鑑

十
方

に
佛

光
明
と

な

ウ
て
輝

き
、

通

三
世

に
佛
音

聲

と

な

つ
て
顯

は

　

れ

、

温
き

宗
敏

的
情

操
と

も
な

つ
て
教

化

し
、

利

盆
す

る
と

こ
ろ

に
、
置
ハ個

の
傳

燈
者

と

し

て
の
使

命

が
果

さ
れ

る

の

で

は
な

か
ら
う

か
。
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騨
宗

の
傳
燈

に
就

て

(
一
ご


